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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

· 中野渡哲男様、当院入院中肺炎専門治療のため市民病院へ転院となっていたが、症状が改善し、本日当院へ任意入院となっている。

· 6/20（月）清水由美子様初外来。

· 6/21（火）切明茂雄様初外来。

· 6/23（木）11:00頃、鈴木和則様、デイケア見学予定。

· 外来患者様の心理検査実施後、心理検査用紙をカルテに挟まず、心理の方へ。

＜退院患者様＞

・松田　智子　様～本日退院。6/ 27（月）初外来予定でとなっている。外来では、定期的な採血を実施し、服薬の説明・確認をしていく。自閉的で他者との交流がないため、幻聴や被害妄想など症状が悪化する恐れがあり、訪問看護を利用することも検討していく。

・佐々木　哲朗様～6/16（木）心筋梗塞が疑われる所見があり、市民病院転院のため退院。状態が安定すれば、当院へ再入院する予定。

＜入院予定患者様＞

・植田　真理子様～6/20（月）、アルコール依存症治療のため入院予定。30歳頃から晩酌するようになる。対人関係や仕事の悩みでリストカットをし、うつ病と診断された既往歴あり。H18年、前夫と離婚し、子ども5人の親権は前夫が持っている。H21年現夫と再婚。知らない土地へ引っ越したことで引きこもることが多くなり、飲酒量も増加。6/6当院受診し、入院予定となっている。

＜新規受診予定患者様＞

・根地戸　恵　様～統合失調症、31歳、女性。6/21（火）受診予定。中学2年時、いじめを受け、塩釜から八戸へ転居。その後仙台市の高校進学するが、間もなく対人交流に悩み自主退学し、アルバイトを行っていた。H11年9月頃、漠然とした不安を訴え、食欲が低下し、自宅で倒れることあり、のむら内科診療クリニック受診するが、本人の抵抗で通院は行われていない。H12年頃より、幻聴・幻視が出現、H15年7月、東北厚生年金病院を初診。H17年、同院閉鎖にて、みはるの杜診療所へ転院。H19年頃より、幻聴が再燃、易怒的・易興奮的となり、緑ヶ丘病院へ入院し、H20年1月同院退院。父様が定年退職して、H22年10月八戸市へ転居するも緑ヶ丘病院への通院を継続。今回、本人からも近医へ通院する意向が確認できたことから、当院受診予定となっている。

＜外来患者様＞

・浅坂　政美様～外来日の抗酒剤の服用を外来でチェックしていく。

・小坂　君子様～朝の薬の忘薬が多く、「忙しすぎるから」と本人話しているため、デイケア担当スタッフから24時間何をして過ごしているか確認をしていたが、後になって「聞かれることが嫌だった」と訴えることがある。また、訪問看護時「寝室に入られたから寝れない」との訴えも聞かれる。現在、家族への被害的妄想が強くなると、再燃する恐れがあるため、家族の干渉が少ない環境になっていることは評価できる。

・舘　ひろ子様～家族勉強会を毎週水曜日外来日に行う予定となっているが、6/15は夫様が入院　　することになったため行っていない。御家族から受診キャンセルの連絡はあるが、家族勉強会に関する連絡はない。当日の午後、本人が来院した際、小島CPから家族勉強会をどのようにしていくかご家族で話し合って、来週来院時返事をもらうこととしている。
＜退院予定患者様ケース＞

川井　麻都香様（24）双極性感情障害

現状

· 衝動性が高く、母様からの過干渉やストレスに対処できず、衝動的な行動を取ることがある。

· うみねこ幸房を見学し、働きたいと前向きな姿勢を見せている。

· 大きい集団の中にいることは苦手で、デイケア利用には後ろ向き。

· 日常的な相談の場として、青明舎登録予定。

· 6/20（月）地域復帰支援検討会実施予定。

検討事項

外来での母様に対するフォロー

· 母様から最近の本人の様子を確認し、対応に困った点があれば、助言するなど。

· 外来で、どの職種がどのように動くか話し合う必要がある。

· 家族からの希望があれば、訪問看護利用も可能。






















